
 
 
 
 
 
 
 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
※                            ※ 
※                            ※ 
※                            ※ 
※                            ※ 
※                                                  ※ 
※                                                  ※ 
※                            ※ 
※                                                  ※ 
※                                                  ※ 
※                                                  ※ 
※                                                  ※ 
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

 

令和５年１２月１日 

令和５年第４回（１２月）定例会 

議 案 説 明 



議案番号 件         名 ページ

報告第５号
公立大学法人山陽小野田市立山口東京理科大学の令和４年度に
おける業務の実績に関する評価結果の報告について

1

議案第６８号 令和５年度山陽小野田市一般会計補正予算（第８回）について 2

議案第６９号
令和５年度山陽小野田市駐車場事業特別会計補正予算（第１
回）について

3

議案第７０号
令和５年度山陽小野田市国民健康保険特別会計補正予算（第１
回）について

3

議案第７１号
令和５年度山陽小野田市介護保険特別会計補正予算（第２回）
について

3

議案第７２号
令和５年度山陽小野田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第
１回）について

4

議案第７３号
令和５年度山陽小野田市小型自動車競走事業特別会計補正予算
（第２回）について

4

議案第７４号
令和５年度山陽小野田市下水道事業会計補正予算（第１回）に
ついて

4

議案第７５号 山陽小野田市組織条例の一部を改正する条例の制定について 5

議案第７６号
山陽小野田市職員給与条例等の一部を改正する条例の制定につ
いて

5

議案第７７号
山陽小野田市長等の給与に関する条例及び山陽小野田市病院事
業管理者の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

5

議案第７８号
山陽小野田市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当支給
条例の一部を改正する条例の制定について

5

議案第７９号
山陽小野田市職員の自己啓発等休業に関する条例の制定につい
て

6

議案第８０号 山陽小野田市犯罪被害者等支援条例の制定について 6

議案第８１号
山陽小野田市ケアセンターさんよう条例を廃止する条例の制定
について

6

議案第８２号 山陽小野田市下水道条例の一部を改正する条例の制定について 7

議案第８３号 物品の購入について 7



議案第８４号
山陽小野田市ケアセンターさんようの指定管理者の指定の一部
変更について

7

議案第８５号 山陽小野田市民活動センターの指定管理者の指定について 7

議案第８６号 山陽小野田市きららガラス未来館の指定管理者の指定について 8

議案第８７号 山陽小野田市体育施設の指定管理者の指定について 8

議案第８８号 山陽小野田市斎場の指定管理者の指定について 8

議案第８９号 竜王山公園オートキャンプ場の指定管理者の指定について 8

議案第９０号 北部地区都市公園外施設の指定管理者の指定について 8

議案第９１号
公立大学法人山陽小野田市立山口東京理科大学中期目標（第２
期）の変更について

8



- 1 - 

本日は、令和 5 年度山陽小野田市一般会計補正予算その他諸議案を御審議い

ただくためお集まりいただきました。 

 

それでは、ただ今上程されました報告第 5 号公立大学法人山陽小野田市立山

口東京理科大学の令和 4 年度における業務の実績に関する評価結果の報告につ

いて御説明いたします。 

これは、市の附属機関である山陽小野田市公立大学法人評価委員会から、令

和 5 年10月19日付けで公立大学法人山陽小野田市立山口東京理科大学の令和 4

年度における業務の実績に関する評価結果について報告を受けたため、地方独

立行政法人法第78条の 2 第 6 項の規定により、議会に報告するものであります。  

評価結果としましては、事業単位・指標単位の項目別評価が 118 項目のうち、

年度計画の目標を上回った又は十分な実施と認められ「ａ」評価となった項目

が90、年度計画の目標をおおむね実施と認められ「ｂ」評価となった項目が24、

年度計画の目標を下回る又は実施が不十分であり「ｃ」評価となった項目が 4

となっており、約96％が年度計画の目標を達成した又は概ね達成したとの評価

を受けています。このような実施状況から、大項目別評価においては、 6 項目

のうち中期計画の進捗は順調とのＡ評価が 2 、概ね順調とのＢ評価が 4 となっ

ており、全体評価として、中期計画の進捗は概ね順調との評価を受けておりま

す。 

 

以上、御報告申し上げます。
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それでは、ただいま上程されました諸議案について順次御説明申し上げます。 

 

議案第68号から議案第74号までは、令和 5 年度の補正予算であります。 

 

議案第68号は、一般会計補正予算であります。 

今回の補正は、人事異動及び人事院勧告に伴う人件費の調整、歳計剰余金処

分による基金の積立て、ＬＡＢＶプロジェクト関連事業、ケアセンターさんよ

う運営事業等取り急ぎ措置すべき案件についての補正であり、歳入歳出それぞ

れ 8 億 6,495 万 2,000 円を追加し、予算総額を 341 億 3,520 万 4,000 円とする

ものです。 

 補正の主な内容としまして、まず歳入については、国庫支出金 8,139 万

3,000 円、県支出金 1,643 万 8,000 円、寄附金 3,085 万 7,000 円、繰越金 6 億

1,657 万 3,000 円、諸収入 1 億 4,521 万 3,000 円、市債 820 万円をそれぞれ増

額し、市税 1,000 万円、使用料及び手数料 423 万 6,000 円、繰入金 1,948 万

6,000 円をそれぞれ減額しております。 

 次に歳出については、議会費では、人件費の調整として 446 万 9,000 円を減

額し、総務費では、歳計剰余金処分による基金の積立て、ＬＡＢＶプロジェク

ト関連事業等として 5 億 4,325 万 3,000 円を増額し、民生費では、新型コロナ

ウイルス感染症対策事業費補助事業、ケアセンターさんよう運営事業等の減は

あるものの、国県支出金の精算に伴う償還金、自立支援給付事業等の増として

2 億 7,158 万 8,000 円を増額しております。 

次に衛生費では、一般廃棄物処理事業等の増はあるものの、人件費の調整等

の減として 1,252 万 6,000 円を減額し、労働費では、人件費の調整として55万

6,000 円を減額し、農林水産業費では、人件費の調整として 1,466 万 7,000 円

を増額しております。 

次に商工費では、人件費の調整として32万 6,000 円を減額し、土木費では公

共下水道事業への繰出等の減はあるものの、道路橋りょう維持補修事業等の増

として 610 万 3,000 円を増額し、消防費では、人件費の調整として 3,000 円を

増額しております。 

次に、教育費では、人件費の調整等として 4,468 万 4,000 円を増額し、災害
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復旧費では、公共土木施設災害復旧事業等として 253 万 1,000 円を増額してお

ります。 

 なお、債務負担行為の補正において、市民活動センター指定管理者委託料ほ

か 6 件を追加するとともに、地方債の補正として、借入限度額の追加及び変更

をしております。 

 

議案第69号は、駐車場事業特別会計補正予算であります。 

今回の補正は、歳入歳出それぞれ 127 万 2,000 円を追加し、予算総額を

4,792 万円とするものです。 

補正の内容としまして、令和 4 年度決算が確定したことから、歳入について

は、前年度繰越金 127 万 2,000 円を増額し、歳出については、予備費 127 万

2,000 円を増額しております。 

 

議案第70号は、国民健康保険特別会計補正予算であります。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ 9,985 万 8,000 円を追加し、予算総額を71

億 8,226 万 5,000 円とするものです。 

 補正の内容としまして、まず歳入については、出産育児一時金の支給に関す

る補助金として国庫支出金 4 万 9,000 円、職員給与費等に関する繰入金等とし

て繰入金 298 万 1,000 円、令和 4 年度決算が確定したことから繰越金 9,682 万

8,000 円をそれぞれ増額しております。 

次に、歳出では、人件費の調整として総務費 303 万円、基金積立金 9,682 万

8,000 円をそれぞれ増額しております。 

 

議案第71号は、介護保険特別会計補正予算であります。 

今回の補正は、歳入歳出それぞれ 2 億 7,392 万円を追加し、予算総額を70億

1,805 万 7,000 円とするものです。 

補正の内容としまして、まず歳入については、人件費の調整に伴う地域支援

事業の調整として国庫支出金 225 万 8,000 円、支払基金交付金28万 7,000 円、

県支出金 112 万 8,000 円をそれぞれ減額し、繰入金 237 万 5,000 円、令和 4 年

度決算が確定したことに伴う精算により繰越金 2 億 7,521 万 8,000 円をそれぞ
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れ増額しております。 

次に、歳出については、人件費の調整等として総務費 1,251 万 9,000 円、令

和 4 年度における給付費等の精算に伴い基金積立金 2 億 826 万 1,000 円、国及

び県への償還金として諸支出金 6,515 万円をそれぞれ増額し、人件費の調整と

して地域支援事業費 1,201 万円を減額しております。 

 

議案第72号は、後期高齢者医療特別会計補正予算であります。 

今回の補正は、人件費の調整等として歳入歳出それぞれ 630 万 6,000 円を減

額し、予算総額を11億 9,943 万 9,000 円とするものです。 

 補正の内容としまして、まず歳入では、繰入金 557 万 2,000 円、諸収入 192

万 5,000 円をそれぞれ減額しています。また、令和 4 年度決算が確定したこと

から繰越金 119 万 1,000 円を増額しております。 

 次に、歳出については、総務費 335 万 5,000 円、後期高齢者医療広域連合納

付金 295 万 1,000 円をそれぞれ減額しております。 

 

議案第73号は、小型自動車競走事業特別会計補正予算であります。 

 今回の補正は、人件費の調整に伴う補正であり、歳出について、競走事業費

220 万 2,000 円を増額し、予備費 220 万 2,000 円を減額しております。 

結果、歳出総額は 263 億 9,587 万 6,000 円のまま変わりありません。 

 

 議案第74号は、下水道事業会計補正予算であります。 

今回の補正は、人事異動及び人事院勧告に伴う人件費の調整並びに雨天時浸

水対策のための追加工事の実施によるものです。 

補正の内容としまして、まず収益的収支の収入では、 749 万 2,000 円を減額

し、収入総額を19億 2,015 万 4,000 円としております。支出については、 749

万 2,000 円を減額し、支出総額を18億 6,908 万 7,000 円としております。 

次に、資本的収支の収入については、 3,977 万 8,000 円を増額し、収入総額

を17億 1,174 万 6,000 円としております。支出については、 3,977 万 8,000 円

を増額し、支出総額を25億 604 万 8,000 円としております。 
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議案第75号は、山陽小野田市組織条例の一部改正であります。 

これは、大学推進室について、薬学部に関連する一連の工事が終わったこと

から、今後はまちづくりの視点から大学との連携事業や運営の推進を行ってい

くため、その所管事務を企画部に移管するものです。移管後は企画部企画課大

学連携室として、山口県立厚狭高等学校南校舎跡地への医療保健に関する学部

の開設や更なる人的・知的資源の交流、活用なども見据えて、本市のまちづく

りの知の拠点である山口東京理科大学の魅力を最大限引き出しながら、今後も

様々な関連施策を展開していくこととしております。 

 

議案第76号は、山陽小野田市職員給与条例等の一部改正であります。 

これは、令和 5 年度の人事院勧告を受けて、一般職の職員の給与に関する法

律等の関連法案が可決されたことに伴い、本市についても国に準じた職員給与

の改定を実施するため、所要の改正を行うものです。 

改正の内容は、民間給与の水準が公務員を上回ったことからその較差を解消

するため、給料月額の引き上げを行うとともに、賞与については支給率を 0.1

月分引き上げ、年間の支給月数を 4.4 月から 4.5 月とするもので、令和 5 年 4

月分から適用することとしております。 

 

 議案第77号は、山陽小野田市長等の給与に関する条例及び山陽小野田市病院

事業管理者の給与に関する条例の一部改正であります。 

 これは、令和 5 年度の人事院勧告に準じた職員給与の改定と同様に、市長等

について所要の改正を行うものです。 

改正の内容は、期末手当について、現行の年間 4.4 月から 0.1 月分引き上げ、

年間 4.5 月の支給とするもので、令和 5 年12月分から適用することとしており

ます。 

 

議案第78号は、山陽小野田市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当支

給条例の一部改正についてであります。 

これは、特別職の職員の給与に関する法律が可決されたことから、本市につ

いても国に準じて、所要の改正を行うものです。 
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改正の内容は、期末手当について、現行の年間 3.3 月から 0.1 月分引き上げ、

年間 3.4 月の支給とするもので、令和 5 年12月分から適用することとしており

ます。 

 

 議案第79号は、山陽小野田市職員の自己啓発等休業に関する条例の制定であ

ります。 

これは、人材育成の一環として資格取得を目指す職員や、自己成長のため多

様な経験を積みたいなど高い志をもって自己啓発に取り組む職員に対して、一

定期間休業を認める制度を創設するため条例を制定するものです。大学等課程

の履修又は国際貢献活動への参加が条件であり、公務の運営に支障がなく、公

務に関する能力の向上に資する場合に休業を認めることで、職員の自己啓発意

識を高め、その取組を後押しすることを目的としております。 

 

 議案第80号は山陽小野田市犯罪被害者等支援条例の制定であります。 

 これは、国において犯罪被害者等基本法が制定され、全国的にも、また、山

口県や県内他市においても、犯罪被害者等への支援条例を制定する動きが広ま

っており、本市においても、犯罪被害者等への支援に関する基本理念を定め、

市等の責務を明らかにし、犯罪被害者等の権利利益の保護及び犯罪被害者等が

受けた被害の回復又は軽減を目指した施策を総合的に推進し、市民等が安全に、

かつ安心して暮らすことのできる地域社会を実現するため、条例を制定するも

のであります。 

 

議案第81号は、山陽小野田市ケアセンターさんよう条例の廃止であります。 

これは、ケアセンターさんようについて、現在の指定管理者である医療法人

社団光栄会が令和 7 年 3 月31日まで施設の管理を行う予定でしたが、当該法人

から指定管理継続が困難である旨の申出があり、当該法人による指定管理の継

続手法、新たな指定管理者による管理等の検討をしたところですが、令和 5 年

12月31日をもって指定管理を終了することとし、併せて当該施設を廃止するも

のであります。 
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議案第82号は、山陽小野田市下水道条例の一部改正であります。 

これは、令和 5 年 9 月定例会において、山陽小野田市水道事業給水条例の一

部改正について議決をいただいたことに伴い、令和 7 年10月 1 日から、月の中

途において公共下水道の使用を開始等した場合における使用料の算定方法につ

いて、所要の改正を行うものであります。 

 

議案第83号は、物品の購入についてであります。 

これは、市民体育館の照明器具の老朽化により、利用者の利便性向上を目的

として、 LED 照明器具を購入設置するものです。 

これについては、去る11月14日に指名競争入札を行いましたところ、 2,475

万円をもって合同会社守谷商事が落札しましたので、山陽小野田市議会の議決

に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第 3 条の規定に基づき、

議会の議決を求めるものであります。 

 

議案第84号から議案第90号までは、公の施設の指定管理者の指定について、

地方自治法第 244 条の 2 第 6 項の規定に基づき議会の議決を求めるものです。 

 

議案第84号は、山陽小野田市ケアセンターさんようの指定管理者の指定の一

部変更であります。 

これは、議案第81号山陽小野田市ケアセンターさんよう条例の廃止において

説明した理由により、ケアセンターさんようの指定管理者の指定期間を変更す

るものであります。 

 

議案第85号は、山陽小野田市民活動センターの指定管理者の指定であります。 

これは、公の施設である山陽小野田市民活動センターについて、広報10月 1

日号及びホームページにおいて指定管理者を公募し、指定管理者選定委員会に

おいて選定基準に沿って審査した結果を踏まえ、アクティオ株式会社を指定管

理者に指定するものです。 

なお、指定期間は、令和 6 年 4 月 1 日から令和11年 3 月31日までとしており

ます。 
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議案第86号から議案第90号までは、令和 6 年 3 月31日をもって現指定管理者

の指定期間が満了となる施設について、小野田ガラス株式会社を単独指定した

山陽小野田市きららガラス未来館を除き、次の指定管理者を広報10月 1 日号及

びホームページにおいて公募し、応募のあった団体及び単独指定した団体につ

いて、各施設の指定管理者選定委員会において選定基準に沿って審査した結果

を踏まえ、山陽小野田市きららガラス未来館の指定管理者を小野田ガラス株式

会社に、山陽小野田市体育施設の指定管理者を株式会社晃栄に、山陽小野田市

斎場の指定管理者を株式会社五輪
ご り ん

に、竜王山公園オートキャンプ場の指定管理

者を株式会社晃栄に、北部地区都市公園外施設の指定管理者を公益社団法人山

陽小野田市シルバー人材センターにそれぞれ指定するものであります。 

なお、指定期間は、令和 6 年 4 月 1 日から令和11年 3 月31日までとしており

ます。 

 

議案第91号は、公立大学法人山陽小野田市立山口東京理科大学中期目標（第

2 期）の変更についてであります。 

これは、令和 6 年 4 月からの山陽小野田市立山口東京理科大学における工学

部医薬工学科の設置並びに山陽小野田市立山口東京理科大学大学院における薬

学研究科薬学専攻及び工学研究科数理情報科学専攻の設置に係る、文部科学省

への届出の受理又は申請の認可がなされたことに伴い、公立大学法人が達成す

べき業務運営に関する目標を定めた中期目標に記載されている教育研究組織に

工学部医薬工学科並びに工学研究科数理情報科学専攻及び薬学研究科薬学専攻

を追加する必要があるため、地方独立行政法人法第25条第 3 項の規定により、

議会の議決を求めるものです。なお、中期目標を変更しようとするときは、あ

らかじめ、評価委員会の意見を聴く必要があるとされていることから、市の附

属機関である山陽小野田市公立大学法人評価委員会に対して諮問を行った結果、

令和 5 年10月19日付けで、案のとおり変更することが適当であると認められる

との答申を受けております。 

 

 

以上、御審議のほど、よろしくお願いいたします。 


